
矢
野
　
昌
平

ワ

キ

ツ

レ

ワ

キ

ツ

レ

古
代
中
国

、
魏
の
文
帝
の
臣
下
は

、
霊
水
の
源
を
辿
れ
と
の
勅
命
を
受
け

、
酈
縣
山
を
訪
れ
ま
す

。
菊
の
咲
き
乱

れ
る
山
中
の
庵
に
い
た
の
は
慈
童
と
い
う
仙
人
で
し
た

。

　
七
百
年
前

、
周
の
穆
王
に
仕
え
て
い
た
と
い
う
慈
童
は

、
王
の
枕
を
ま
た
い
だ
罪
で
こ
の
山
に
流
さ
れ
た
こ

と

、
王
に
賜

っ
た
枕
の
こ
と

、
枕
に
書
き
添
え
ら
れ
た
妙
文
を
菊
の
葉
に
書
き
写
す
と

、
そ
の
露
が
不
老
不
死
の

薬
と
な

っ
て

、
七
百
年
の
間

、
少
年
の
よ
う
な
姿
を
保
ち
続
け
て
い
る
こ
と
な
ど
語
り

、
舞

(

楽

)

を
舞
い

、
帝

に
長
寿
を
捧
げ

、
祝
福
し
ま
す

。

　
め
で
た
く

、
の
び
や
か
な
祝
言
物

。
舞
台
に
は

、
藁
屋
と
菊
花
を
つ
け
た
一
畳
台
が
据
え
ら
れ
ま
す

。
今

井

　
　
基

金
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良
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藤
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雅

岩
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昂
平
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金
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金
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能
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慧

ク
セ

《

休

憩

》

金
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直

美

木
谷
　
哲
也

辰
巳
　
和
磨

　
　
　

青
雲
会
　
　
　
令
和
三
年
六
月
三
十
日

（
水

）
　
十
四
時
始

金
井
　
賢
郎

笛

栗
林
　
祐
輔

地
謡

地
謡

太
鼓

笛

栗
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輔

大
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典
良

石
塚
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寿

地
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笛
太
鼓

栗
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祐
輔

シ
テ

後
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馬
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川
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隆
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ワ
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仕
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田
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鼓
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柿
原
　
弘
和

住
駒
　
充
彦

柿
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鼓

小
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大
鼓
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鼓

大
鼓
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弘
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素
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テ

内

田

朝

陽

松

虫

龍

田

氷

室

融

舞
囃
子

舞
囃
子

清

経

笹

之

段

地
謡

鶴
田
　
航
己

大
川
　
典
良

【
解
説

】

土
屋
　
周
子

武
田
　
伊
左

葛
野
　
り
さ

住

駒

充

彦

柿

原

弘

和

住
駒
　
充
彦

小
鼓

能

枕

慈

童

舞
囃
子

広
島
栄
里
子

柏
山
　
聡
子

村
瀬

　
　
提

木
谷
　
哲
也

辰
巳
　
和
磨

大
鼓地

謡

終
了
予
定
　
十
七
時
十
分
頃

笛
太
鼓

栗

林

祐

輔

大

川

典

良

今

井

　
　
基

上
野
　
能
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石
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尚
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地
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